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天
王
村
適
産
調
旧
蹟
考

追
分

狐
の
追
分

北
青
森
、
西
男
鹿
、
南
土
崎
と
の
追
分
也
。
四
十
年
前

ま
で
（
嘉
永
の
頃
）
は
中
野
の
藤
五
郎
茶
屋
と
い
ふ
壱
軒

あ
り
し
を
、
今
は
弐
十
余
軒
家
つ
ゞ
き
と
な
り
西
側
男
鹿

街
道
に
つ
ゞ
き
た
る
は
天
王
村
に
し
て
、
其
他
中
野
、
下

刈
の
地
に
あ
り
。
狐
の
追
分
と
も
い
ふ
。
是
は
菅
江
真
澄

翁
の
記
事
に
よ
り
て
也
。

真
澄
翁
は
じ
め
て
秋
田
に
く
だ
ら
れ
た
る
時
、
此
追
分

に
人
集
り
て
何
か
木
の
塚
を
建
て
上
に
狐
を
刻
み
て
建
た

り
し
が
、
同
翁
其
后
の
通
行
に
は
飛
積
し
て
狐
の
み
残
り

て
あ
り
し
と
い
ふ
。

長
沼長

沼
は
も
と
御
物
川
の
川
あ
と
に
し
て
、
中
野
琵
琶
沼

よ
り
通
じ
た
る
川
筋
の
追
分
は
砂
の
飛
積
し
た
る
も
の
也
。

此
長
沼
は
長
沼
下
、
細
谷
と
つ
ゞ
き
、
二
田
を
へ
て
大
崎

に
出
た
る
川
筋
也
。

天
満
宮

上
出
戸
に
あ
り
、
古
社
也
。
同
村
木
口
氏
の
祖
先
神
像

を
負
ひ
て
こ
ゝ
に
鎮
め
し
社
也
。
社
は
中
頃
佐
竹
家
の
建

立
、
后
奈
良
喜
兵
ェ
の
再
建
也
。

佐
竹
家
再
起
代
義
処
公
狩
に
出
さ
せ
ら
れ
、
社
の
側
の

池
に
鴨
二
羽
遊
べ
り
。
こ
れ
を
亨
給
打
ざ
れ
ば
社
を
再
建

す
べ
し
と
て
鉄
砲
を
放
し
た
る
に
誤
ま
た
ず
打
留
た
り
。

故
に
再
建
せ
り
。

本
社
零
落
し
た
る
頃
小
泉
の
奈
良
喜
兵
ェ
に
子
な
く
、

い
の
り
て
一
女
を
得
た
り
（
予
が
実
家
の
玄
曾
祖
母
也
）
。

こ
れ
が
は
た
し
と
し
て
再
建
し
た
る
は
今
の
社
也
。
工
人

は
名
だ
ゝ
る
人
に
し
て
秋
田
に
無
二
の
名
工
な
り
と
い
ふ
。

此
大
工
は
今
の
奈
良
茂
の
家
も
一
時
に
建
た
り
と
い
ふ
。

今
も
此
祭
事
旧
三
八
両
月
の
廿
五
日
に
は
小
泉
に
赤
飯
を

炊
き
て
出
戸
の
家
々
に
配
る
也
。
是
れ
社
を
立
て
ゝ
氏
神

の
如
く
祭
事
を
営
め
ば
也
。
細
工
中
最
も
力
士
い
と
よ
く

人
の
知
る
所
也
。
其
す
べ
て
本
社
の
工
事
人
の
目
を
驚
か

す
処
也
。

社
人
も
と
木
口
氏
の
分
地
に
弥
勒
院
と
い
ふ
修
験
あ
り
。

こ
れ
は
天
満
宮
の
鳥
居
の
南
の
側
に
あ
り
し
を
百
年
余
の

事
と
か
や
、
弥
勒
院
の
妻
岩
瀬
よ
り
娶
り
た
る
を
故
あ
り

て
離
縁
と
な
り
た
る
に
岩
瀬
に
引
移
て
其
後
岩
瀬
に
あ
り

て
此
社
の
別
当
を
勤
め
し
と
也
。
又
神
主
に
は
堀
内
の
浜

田
讃
岐
守
な
り
し
也
。
浜
田
は
杢
之
助
の
子
孫
也
（
此
事
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別
に
し
る
す
べ
し
）
。

小
倉
主
水
先
生
の
額
あ
り
、
本
社
正
面
の
南
の
方
に
掲

げ
た
り
。
其
文
字
左
の
如
し
。
何
土
か
盆
の
如
き
木
の
理

あ
る
も
の
に
刻
み
た
る
也
。

鴨
の
池上

出
戸
の
男
鹿
本
街
道
よ
り
本
社
に
入
る
な
は
て
道
の

北
の
方
に
田
と
池
と
あ
り
。
こ
れ
は
も
と
大
な
る
池
に
て

佐
竹
公
の
鴨
を
仕
留
た
る
池
に
て
い
ま
に
鴨
ノ
池
と
い
ふ
。

長
沼
の
鳥
場

長
沼
の
も
と
佐
竹
家
の
御
鳥
打
の
地
也
。
故
に
君
ひ
て

其
時
に
築
き
た
る
鳥
場
の
か
た
ち
い
ま
だ
存
せ
り
。
水
留

め
沢
地
に
□
如
此
も
の
を
築
き
た
る
も
の
也
。

草
履
沼天

王
祭
事
の
事
を
引
合
す
べ
し
。
近
年
ま
で
名
高
き
深

淵
な
り
し
と
い
ふ
。
今
は
あ
せ
て
田
と
な
り
図
の
ご
と
し
。
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上
出
戸

細
谷
の
果
木

上
出
戸
は
火
災
后
の
為
木
な
し
。
細
谷
も
移
村
の
為
果

木
少
し
。

細
谷
の
古
跡

細
谷
は
寛
政
十
一
年
の
新
開
地
に
し
て
、
今
の
細
谷
字

に
村
居
あ
り
し
を
二
田
開
田
後
上
狼
縁
三
枚
橋
の
西
に
移

り
た
り
。
則
古
屋
布
は
今
墓
あ
る
近
処
な
り
。

三
軒
村二

田
開
村
後
に
開
け
た
る
村
也
。
二
田
辺
を
中
に
し
て

北
野
と
大
長
根
に
あ
り
松
林
の
内
な
り
。
四
戸
の
内
三
戸

は
二
田
、
一
戸
は
出
戸
の
大
メ
の
分
家
な
り
と
云
。

し
ゃ
う
ふ
か
い

上
北
野
、
長
沼
の
広
野
の
古
名
也
。
勝
負
ヶ
井
等
か
、

可
考
。

三
十
三
観
音
の
石
塔

追
分
よ
り
天
王
村
ま
で
の
長
里
程
に
三
十
三
番
の
観
音

の
石
塔
を
道
側
に
た
て
た
り
。
是
は
舟
越
の
某
が
催
主
な

る
よ
し
。

下
出
戸
の
移
住

下
出
戸
は
古
き
村
に
し
て
古
屋
布
と
い
ふ
は
下
浜
山
海

岸
よ
り
二
三
丁
東
に
し
て
浜
の
打
上
ヶ
の
小
山
を
へ
だ

て
ゝ
一
段
深
き
処
あ
り
、
古
屋
布
と
い
ひ
て
今
に
其
跡
さ

だ
か
也
。
南
の
隅
に
塩
焼
た
る
跡
あ
り
、
其
よ
り
つ
ゞ
き

た
る
山
を
御
休
み
長
根
と
い
ふ
。
秋
田
城
之
助
の
古
戦
場

た
り
し
時
の
御
休
処
と
い
へ
り
。
砂
の
飛
積
に
堪
か
ね
夫

よ
り
又
小
山
を
越
え
二
丁
斗
り
に
し
て
移
り
た
る
古
屋
布

あ
り
。
こ
れ
は
近
年
ま
で
住
た
る
処
に
て
天
保
午
年
地
頭

吉
田
嘉
ェ
門
が
働
に
て
此
村
は
余
業
に
と
て
筵
を
織
て
脇

本
市
に
販
く
に
も
道
路
に
出
る
に
雪
踏
一
村
中
出
て
通
ふ

こ
と
年
々
な
る
を
以
て
、
佐
竹
家
男
鹿
収
め
籾
を
運
搬
す

る
駄
ち
ん
と
と
ら
せ
ん
と
て
今
の
地
に
移
し
て
□
を
今
の

村
中
の
中
央
に
建
て
ゝ
運
搬
せ
し
故
大
に
便
を
得
た
り
。

其
以
前
よ
り
塩
焼
を
本
業
と
し
て
秋
田
に
は
新
屋
と
下
出

戸
に
塩
売
鑑
札
を
与
へ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。
嘉
永
の
頃
ま

で
藩
の
御
台
処
へ
一
軒
よ
り
塩
五
升
づ
ゝ
収
め
た
り
と
い

ふ
。（

塩
浜
出
戸
と
は
此
処
な
る
べ
し
）
可
考
。

此
頃
は
松
一
切
な
く
浜
松
な
ど
を
焚
た
り
と
い
ふ
。
今

の
下
出
戸
に
十
七
軒
移
り
大
凶
年
に
三
軒
つ
ぶ
れ
、
今
ま

た
四
十
軒
と
な
れ
り
。
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古
屋
布
の
図

次
古
屋
布
の
図
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菖
蒲
谷
地

下
浜
古
屋
敷
の
側
に
あ
り
。
此
池
よ
り
五
月
節
句
用
の

菖
蒲
を
取
り
て
佐
竹
家
御
台
処
に
収
め
し
と
也
。

古
道

念
仏
車

次
の
古
屋
布
よ
り
上
出
戸
に
通
ふ
道
二
筋
あ
り
。
西
を

上
ハ
道
と
い
ひ
て
上
出
戸
の
天
満
社
の
側
に
出
づ
。
又
一

筋
は
下
タ
道
と
い
ひ
て
鴨
が
池
の
中
央
に
出
づ
。
此
出
口

の
東
側
に
念
仏
車
と
い
ふ
小
森
あ
り
、
こ
れ
は
む
か
し
の

寺
の
あ
り
し
時
の
旧
跡
な
ら
ん
。

次
古
屋
布
の
寺
跡

も
と
三
ヶ
寺
あ
り
し
と
い
ふ
。
一
は
由
利
に
移
り
、
此

村
を
も
出
戸
と
い
ふ
。
此
出
戸
よ
り
移
り
た
る
を
以
て
名

と
す
と
い
へ
り
。
今
一
寺
は
潰
れ
た
ら
ん
か
不
明
也
。
残

り
一
寺
は
今
の
寺
に
引
移
り
の
時
ま
で
あ
り
て
、
無
住
と

な
り
此
伽
羅
を
今
の
舟
越
の
法
華
寺
に
譲
り
て
今
存
せ
り
。

念
仏
塚下

出
戸
の
中
央
の
東
側
に
あ
り
。
こ
れ
は
む
か
し
巡
国

せ
し
人
あ
り
て
蓑
笠
衣
類
と
も
こ
ゝ
に
埋
め
て
念
仏
塚
を

建
た
り
と
い
ふ
。

か
く
れ
沼

千
人
隠
れ

念
仏
車
よ
り
西
の
山
を
越
て
海
の
間
に
あ
る
風
穴
に
し

て
今
は
半
ば
開
田
と
な
れ
り
。
又
上
出
戸
天
満
の
社
の
西

に
あ
た
り
海
に
小
山
一
重
へ
だ
て
ゝ
風
穴
あ
り
。
こ
れ
は

秋
田
古
戦
の
伏
兵
あ
り
し
処
と
い
ふ
。
又
か
く
れ
沼
も

こ
ゝ
な
類
か
。

蒲
沼

も
と
六
部
の
来
り
て
開
き
た
る
地
に
し
て
百
年
斗
り
前

の
こ
と
な
り
と
い
ふ
。

し
め
か
け
森

下
浜
山
の
内
に
あ
り
、
大
久
保
の
月
山
の
祭
日
四
月
八

日
に
柳
に
し
め
を
か
け
て
こ
ゝ
に
持
来
り
神
楽
を
奏
せ
り
。

火
を
付
て
萌
れ
ば
火
災
、
水
に
入
れ
て
沈
め
ば
水
災
の
兆

も
え

と
い
へ
り
。
四
十
年
前
に
大
久
保
の
者
と
喧

あ
り
て
後

止
み
た
り
、
い
か
な
る
縁
故
に
や
。

御
山
さ
き

長
者
屋
敷
の
近
き
に
あ
り
本
山
と
も
り
山
と
見
通
に
し

て
此
山
の
中
心
に
あ
る
を
以
て
名
と
せ
し
と
い
ひ
つ
た
ふ
。
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死
馬
坂

嬉

沢

シ

チ
ャ
モ
ザ
カ

ウ
レ
シ
モ
サ
ワ

鞍
掛
は
大
将
軍
の
馬
の
鞍
を
ぬ
ぎ
て
か
け
た
る
森
な
り

と
い
ふ
。
此
馬
を
臣
下
の
見
付
て
大
将
の
あ
り
し
を
し
り

て
嬉
し
い
ひ
し
を
沢
の
名
と
す
。
此
に
馬
の
死
し
て
埋
め

た
る
を
死
馬
坂
と
い
ふ
。

長
者
屋
布
跡

長
者
屋
敷
は
下
出
戸
下
浜
山
の
字
北
端
に
在
り
（
浜
山

の
境
）
。
東
に
横
森
あ
り
、
海
辺
を
一
重
へ
だ
て
た
る
野

山
中
の
凹
地
に
一
の
大
地
あ
り
、
海
賊
の
住
た
る
あ
と
ゝ

も
い
ひ
つ
た
ふ
。
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男
鹿
古
街
道

往
古
海
岸
を
通
し
て
江
川
の
丁
子
口
を
わ
た
り
往
来
せ

し
を
、
后
江
川
上
谷
地
と
蒲
沼
と
の
間
に
古
道
と
い
ふ
あ

り
。
其
后
下
出
戸
よ
り
次
に
今
の
道
を
開
く
と
い
ふ
。

天
王

御
休

く
も
舞

天
王
の
江
川
の
出
る
村
端
の
道
の
東
側
に
在
り
、
周
囲

に
松
た
て
り
。
牛
頭
天
王
の
御
輿
を
休
め
祭
式
を
行
ふ
と

也
。
く
も
舞
は
牛
頭
天
王
鳥
居
前
本
通
の
町
の
出
口
間
の

川
中
に
あ
り
。

名
称

天
王

牛
頭
天
王
の
称

ハ
ら
ひ

是
も
牛
頭
天
王
の
祓
な
る
べ
し
。

コ
ワ
ツ
コ

夷
語
を
可
考
。

塩
口

干
潟

藤
吾
の
宮

渋
谷
不
動
台
の
南
に
し
て
堤
の
下
に
て
開

田
と
な
り
。

細
谷

細
谷
地
な
る
べ
し
。

陳
ヶ
イ
森

江
川
丁
子
口
の
南
の
野
山
の
高
手
に
社
あ
り
。
江
川
産

神
よ
り
み
れ
ば
此
社
の
□
の
方
角
也
。
も
と
秋
田
古
戦
に

土
崎
勢
の
陣
を
取
り
た
る
処
と
云
。

岡
田
橋も

と
岡
田
は
し
の
あ
り
し
処
は
天
王
の
裏
表
の
両
町
の

中
央
に
あ
た
る
処
よ
り
舟
越
を
さ
し
て
わ
た
し
た
り
と
い

ふ
。
今
も
橋
の
古
柱
あ
り
と
い
ふ
。

塩
口

羽
立
の
石
塔

松
淵
の
村
端
の
墓
地
に
あ
り
。
石
英
粗
面
岩
に
し
て
龍

神
を
祭
る
。
開
村
の
時
菅
生
喜
右
ェ
門
が
建
た
り
と
い
ふ
。

文
字
あ
れ
ど
も
今
日
は
雨
天
に
て
写
得
ず
、
雨
覆
の
石
の

塔
は
文
政
年
中
の
文
字
あ
り
。

菅
生
氏菅

生
喜
右
衛
門
の
開
村
に
し
て
、
今
の
上
井
川
村
井
内

の
菅
生
家
の
別
れ
に
し
て
、
此
開
村
の
開
き
始
は
塩
口
村

の
脇
よ
り
鍬
立
せ
し
よ
り
今
に
其
田
を
人
よ
く
し
れ
り
。

故
に
中
羽
立
を
喜
右
衛
門
村
と
い
ふ
。
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羽
立
の
安
田
氏

菅
生
喜
右
衛
門
開
村
よ
り
二
十
年
位
後
に
寺
沢
よ
り
来

り
て
開
村
せ
し
よ
し
、
安
田
仁
兵
ェ
の
祖
先
也
。
今
も
井

川
の
乗
郷
院
の
檀
家
也
。
菅
生
家
も
乗
郷
院
の
檀
家
な
り

し
を
寺
暇
い
た
せ
し
が
、
追
ゝ
開
墾
成
就
し
て
移
住
人
多

き
を
以
て
寺
暇
を
出
さ
ず
今
に
同
寺
の
檀
家
也
。
寺
沢
の

安
田
家
の
分
れ
也
。
開
村
の
時
の
槐
と
て
仁
兵
衞
の
北
の

軒
先
に
七
八
尺
回
り
木
あ
り
。

塩
口
の
古
井
（
俗
に
八
郎
の
足
洗
の
井
戸
と
い
ふ
）

塩
口
本
村
の
丸
谷
久
蔵
の
囲
よ
り
西
南
に
方
り
、
僅
か

隔
て
ゝ
松
壱
木
あ
り
て
今
に
飲
料
水
と
す
。
此
事
八
坂
神

社
の
古
跡
に
く
は
し
。

渋
谷
の
不
動
の
石
像

む
か
し
海
上
を
不
動
の
石
像
を
積
み
運
び
し
時
此
近
海

に
て
舟
止
り
け
れ
ば
、
こ
れ
を
在
せ
し
に
此
地
に
鎮
ま
り

ま
さ
ん
こ
と
を
つ
け
あ
り
、
今
の
渋
谷
の
不
動
社
に
祭
る
。

後
ま
た
佳
文
の
方
に
刻
み
て
送
る
、
猶
同
じ
。
こ
れ
を
も

本
社
に
収
め
て
神
像
と
し
、
元
と
の
石
像
は
別
社
に
う
つ

し
て
祭
れ
り
と
い
ふ
、
右
の
石
像
こ
れ
也
。

大
崎

上
谷
地含

鉄
砂
岩
あ
り
此
地
は
赤
砂
や
鉄
気
な
る
べ
し
。
新
関
、

白
洲
野
の
含
鉄
砂
岩
に
つ
ゞ
き
た
る
脈
な
る
べ
し
。

上
谷
地
の
チ
ク
ノ
家
こ

上
谷
地
の
内
大
久
保
境
に
少
し
湾
に
な
り
た
る
処
あ
り
、

こ
れ
を
チ
ク
の
家
こ
と
い
ふ
。
も
と
此
処
の
潟
の
中
に
寺

あ
り
し
と
い
ふ
。
大
浪
の
時
に
は
古
銭
の
よ
る
こ
と
あ
り
、

此
銭
周
助
氏
の
向
の
家
に
今
も
持
た
り
と
い
ふ
。
行
人
森

等
に
縁
あ
ら
ん
か
。

行
人
森村

の
産
土
神
社
の
後
に
あ
り
、
入
定
墓
な
る
べ
し
。
今

は
ほ
り
崩
し
て
半
ば
攪
た
り
。
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二
田

腐
植
土

泥
炭

三
枚
橋
下
よ
り
下
分
水
ま
で
腐
植
土
也
。
下
層
泥
炭
元

と
御
物
川
の
跡
に
し
て
、
全
く
腐
植
土
を
以
て
成
れ
る
地

也
。
暖
気
之
年
は
泥
炭
に
稲
の
根
入
り
て
栄
へ
、
冷
気
は

根
入
り
か
ね
て
稲
不
栄
と
い
ふ
。

ま
ん
だ
ら
井

中
分
水
の
西
南
に
あ
た
り
、
二
田
駐
在
所
の
東
の
沢
端

に
井
戸
あ
り
。
こ
れ
は
蓮
沼
の
蓮
の
糸
を
以
て
織
り
て
ま

ん
だ
ら
を
東
福
寺
と
か
に
納
め
た
り
と
口
碑
あ
り
と
い
ふ
。

近
頃
ま
せ
垣
を
繕
ひ
て
保
護
を
な
せ
り
。

二
田
の
名
称

飯
塚
の
人
二
田
是
雄
（
元
と
門
間
祐
蔵
と
い
ふ
）
開
墾

し
た
る
開
村
也
。
昨
年
竿
入
と
な
れ
る
よ
し
。
其
田
の
主

に
開
け
た
る
は
三
枚
橋
下
よ
り
下
分
水
ま
で
と
す
。
畑
地

等
数
十
丁
に
及
ぶ
。
三
軒
村
も
二
田
の
内
也
（
内
一
軒
出

戸
よ
り
移
る
）
。

早
乙
女
の
名
称

秋
田
に
杜
若
は
五
月
さ
き
て
早
乙
女
の
頃
に
盛
な
る
を

以
て
早
乙
女
と
い
ふ
。
此
草
の
多
く
生
じ
た
る
沢
地
な
れ

ば
な
ら
ん
。

桃
木
台新

関
の
地
境
に
あ
り
、
む
か
し
桃
を
植
初
め
し
地
に
し

て
新
関
の
桃
は
此
処
よ
り
始
る
と
い
ふ
。


